
研修歴 入力例⑤

連動研修を行った場合の内科専門研修専念期間



■内科・呼吸器の連動研修に関する留意事項

・研修施設
呼吸器内科領域専門研修施設かつ内科専門研修施設であること

・研修歴
内科・呼吸器の連動研修期間と、呼吸器内科領域専門研修期間で
呼吸器内科領域専門研修施設群において最短3年以上の研修を行い、
基幹施設１年以上かつ連携施設／特別連携施設１年以上を満たすこと

・指導医
呼吸器指導医かつ内科指導医であること
ただし、チーム診療等でJ-OSLER（内科版）での評価者（内科指導医）とは
別の呼吸器指導医も指導した症例は、J-OSLER-呼吸器に新規登録可能

・研修期間
内科・呼吸器の連動研修を行う場合、内科専門研修に専念する期間
（連動研修期間外）として１年以上が必要である。



内科・呼吸器の連動研修期間については、事務局では管理はおこないません。
基幹施設プログラム統括責任者が、研修の実態を把握したうえで、専攻医の登録内容
をご確認をいただくこととなります。

内科専門研修専念期間（１年以上）以降に、内科・呼吸器の連動研修を
開始した場合は、連動研修開始日を［研修開始日］として登録します。
呼吸器内科領域専門研修の研修歴は［研修開始日］以降を登録するため、内科専門研
修専念期間は登録不要となります。

例）内科専門研修専念期間 １年（内科１年目）※J-OSLER-呼吸器に登録しない

内科・呼吸器の連動研修２年（内科２～３年目、呼吸器１～２年目）
呼吸器内科領域専門研修１年（呼吸器３年目）

内科・呼吸器の連動研修開始日以降に
内科専門研修専念期間を設けた場合は、登録が必要となります。

例）内科・呼吸器の連動研修１年（内科１年目、呼吸器１年目）
内科専門研修専念期間 １年（内科２年目）※J-OSLER-呼吸器に登録する

内科・呼吸器の連動研修１年（内科３年目、呼吸器２年目）
呼吸器内科領域専門研修１年（呼吸器３年目）



◎勤務体系
［休職等］を選択

◎期間
・研修期間・勤務体系ごとに入力

期間開始日
・１つ目の期間開始日は、専攻医ユーザー登録時に
設定した【研修開始日】が自動でセットされる

・２つ目以降の期間開始日は、１つ前の期間終了日の
翌日が自動でセットされる

期間終了日
・カレンダーマークをクリックし、期間終了日を選択

◎週当たりの勤務時間
休職等を選択した場合は不要

内科・呼吸器の連動研修（基幹施設１年）

内科・呼吸器の連動研修（連携施設２年）

内科専門研修専念期間
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◎プログラム
虫眼鏡マークより、該当プログラムを選択

◎施設
虫眼鏡マークより、該当施設を選択
※施設名の下に施設区分が表示される（緑の箇所）

◎診療科
手入力

◎補足
「内科専門研修専念期間」と記載し、期間も明記する

※内科・呼吸器の連動研修を行う場合、内科専門研修
に専念する期間（連動研修期間外）として１年以上
が必要である。

内科・呼吸器の連動研修（基幹施設１年）

内科専門研修専念期間

内科・呼吸器の連動研修（連携施設２年）
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◎研修期間
【計算】をクリックすると、選択した勤務体系に
応じた係数を乗じた研修期間が計算される
［常勤］、［常勤+非常勤］とは別で、［休職等］を
選択した期間が表示される

内科専門研修専念期間（連動研修期間外）は、呼吸器
内科領域専門研修期間として算定しない

内科・呼吸器の連動研修を行う場合、内科専門研修
に専念する期間（連動研修期間外）として１年以上
が必要である。

内科専門研修専念期間

内科・呼吸器の連動研修
（基幹施設１年+連携施設２年）

入力例⑤
連動研修を行った場合の
内科専門研修専念期間



入力後のイメージ

入力例⑤
連動研修を行った場合の
内科専門研修専念期間


